
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬の田んぼは、春まで一休み？ 収穫が終わった田んぼは、この時期、来年のために土づくり。土の成分を調べ、たりない養分

をおぎなうなど、実りの秋が豊作になるよう準備をします。準備が終われば・・・春の田おこしまで一休み。 

“お米の国” 日本では、その土地の土や水、気候に合わせて、さまざまな種類のお米が生産されています。お米の消費が減

少する一方、「食味の良さ」をより重視した新品種(ブランド米)が毎年のように全国で誕生しています。新品種がデビューするま

でには 10～15 年かかると言われています。新品種の開発を担っているのが農業試験場。農業試験場は、作物の品種改良をし

たり、新しい農業技術を開発したりするための農業の研究機関です。先日、宮城県を代表する「ひとめぼれ」や「ササニシキ」、

2018 年にデビューした「だて正夢」を開発した宮城県古川農業試験場を訪れ、新品種誕生までのお話しを伺いました。「だて正

夢」は、「ひとめぼれを超える美味しさ」を目標に 12 年をかけて開発した新品種です。開発のコンセプトは「とびっきりのもちも

ち食感」。新品種開発には長い年月と開発のストーリーがあります。そんなお米のストーリーをみんなで考えてみましょう。そし

て私たちの食生活に欠かせないお米をもっと食べましょう！  

 

 おむすび便り 
 

食育ＮＰＯ「おむすび」  

お米のチカラ 

２０２３．１ ― つくる人とたべる人をつなぐ情報誌 ― NO.76 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お米ができるまでをおむ

すびちゃんとむすぶくんが

学んでいく様子を紙芝居

にしました 

ハウスで育苗、トラクターで田植えの準備 

機械で田植え  

昔は手植え 

コンバインで稲刈り 

８月頃稲の花が 

田んぼにはいろいろな生き物

が 

刈り取られた稲はカントリーエ

レベーターで乾燥し玄米に 

大崎市田尻の冬の田んぼ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水産の話 なんだりかんだり  
 

 

 

（株）仙台水産代表取締役副社長  石森克文 

 新年早々コロナに感染してしまいました。ゆえに現在は免疫力最強状態であり、自由が手に入ったような気分…などと思いたいの

は山々なれど、そうはイカの何とやら！ 家族はもちろん会社関係者など多くの皆さんに迷惑をかけ申し訳ない思いでいっぱいで

す。昨年の仕事納めに「新年の業務開始式にはコロナなどに罹らないで皆元気で会社に来てください！ 」などと言って挨拶したの

は当の本人でした。（恥ずかしい限りです）  

中国の春節ニュースを見てちょっと考えてみました。日本でも春節を祝う習慣（祝日）をつくり、正月を二度楽しむことを本格的に

検討してみてはいかがでしょうか？ 正月中台所仕事で忙しかった母さんや奥さん等女性軍が、ゆっくりできるよう男性と子供達が台

所に立つことを基本とし、美味しくて栄養豊かな「鍋」で祝う。基本は地元産！ 牡蠣鍋、キンキ鍋、タラ鍋、どんこ汁、ボッケ汁

…そういった新たな食文化行事の創造が宮城の循環型経済を活性化させ、地域の発展に繋がっていくのでは？ …などとカミさんに

話してみたら「小正月の事でしょう！ どうせ後片付けは任せるなんて言ってやらないし、買い物も家計を顧みず好きなものを買っ

てくるだけ、我が家のエンゲル係数がどうなっているか分かってますか？ 結局私がやることになるし、反対です！ 余計なお世話で

す」などと、けんもほろろ！ 皆さんはどう思いますか？ 家にずっといると邪魔者扱いされる我が家の一幕でした。 

 

 

仙台市立折立小学校社会学級  「親子食育講座」 

“食べものの楽習” 子どもといっしょに作る 郷土料理「はらこ飯」 

 

食べてはじめる海の応援    さばいて作る「大人のお魚教室」 

手軽に楽しむお魚クッキング  秋の味覚「サンマご飯」 

１１月１８日（金）みやぎ生協文化会館ウィズで、１２名が参加して（株）仙台水産の廣澤さん

からさばき方のコツを教わり、秋の味覚「サンマご飯」「いもようかん」を作りました。さん

まのこと、漁業と SDGs のかかわりも学びました。 

さつまいもを裏ごし

いもようかんに 

骨の上を包丁を動かし三枚おろしに 
持ち帰りになったサンマご飯 

１１月１２日（土）仙台市立折立小学校社会学級主催の「親子食育講座」の講師を務めました。特別講師として（株）仙台水産のご

協力をいただき、親子１５組４０名が郷土調理「はらこ飯」「あら汁」「ほっこりお芋の大福」を作り、秋の味覚を楽しみました。 

２４名の親子が郷土料理「はらこ飯」に挑戦！！「あら汁」「ほっこりお芋の大福」も作り、おいしい秋を味わいました。 

 

鮭の切り身の骨を指で確認しながら抜いて 

 

大きなはらこを取り出し・・・ 

 

サンマの三枚おろしに挑戦！ 

はらこは人肌くらいのお湯に入れたら網の上で 

あら汁用の野菜を切って・・・ 

さつまいもを入れてほっこりお芋の大福に 

初めてはらこ飯を作った。皮をはが

すのが大変だった 

はらこ飯が思っていた以上においし

く、秋鮭のおろし方も見ていろいろ

なことを知れた 

はらこ飯と大福は作ったことがなか

ったけど楽しかった 

自分で作ったりょうりはおいしかった 

はらこ飯がおいしかったので、家で

も作りたい 

アンケートから 

（株）仙台水産の廣澤さんが秋鮭をさばいて 

（株）仙台水産 みやぎ生協共催 

いただきま～す 

 

骨をとったらひと口大に切って 

 

 

 
 

 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なとり農と自然のがっこう  三浦隆弘 

食材王国みやぎ「伝え人（びと）」活用促進事業 

土着性を深めて 

 

 

 

 

 

 

今年もよろしくお願いいたします。名取市のせり田んぼから見たこと感じたことを、つらつらと綴らせていただきます。 

年々寒暖の差が極端に激しくなっています。人間も動物もついていけなくなってきている感覚です。 

毎年のように春には遅霜被害、夏には高温障害と台風影響の水害。 

コロナ禍も収まらず、電気料金も上がり、食べ物と生活にと不安をおぼえることが続く年末年始となりました。 

オススメしたいことは、少しでも生産現場に暮らしを近づけることです。具体的には家庭菜園を始めたり、 

農林水産業の方とお知り合いに。近くに里山があれば、薪ストーブの方が電気や灯油より安く入手しやす 

い世の中にも変わっていくかもしれません。 

環境に、田畑に、世の中に丁寧に向き合う。季節の旬の在来野菜セリ鍋を地元資本のお店で食べながら、みなさんと美味しく楽

しい作戦会議をかさねてまいりましょう。 

 

 

１１月４日(金)富谷小学校の５年生８０名が、田植え、脱穀などの体験を

思い出しながら、お米ができるまでの紙芝居『今年もおいしいお米が

できました』で振り返りました。また、宮城県の食、食べものの自給率、

食品ロス、世界の食べものはどうなっているの？などを一緒に学び、

自分に何ができるかも考えてみました。 

 

 
「道の駅かくだ」からの定点観測    

町工場や老舗商店などの後継者不足とその経営継承が成

されず廃れていく問題は、農業のそれ以上に深刻かもしれ

ない。いずれ地方都市ではあらゆる産業で、廃業に伴う建

物跡や作付けされない農地が放棄されるという深刻な問題

がある。深刻かつ全国どこでも同じような事案がある故に、

地域の外から移り住んで商店をついだり農業に従事したりす

る動きがあると、テレビのドキュメンタリー番組や、地域の

話題として盛んにとりあげられるのだろう。 

角田市もまさに旧商店街の廃業の加速は急激で、街の景観

も大きく様変わりしている。農業とりわけ果樹園の後継者不

足も同様で、まだまだ経済木としての価値ある園地も人の手

が入らず果実も出荷されなくなった園地も目立ってきてい

る。こうしたことは、地域活性の拠点として直売所を行政で

設けても肝心の農産物や、特産品が品揃え出来なくなる事

を意味する。ここ道の駅は、まさに売り場側であるが、地域

活性のためには、やはり現場との両輪が機能しないと成り立

たない。そんな中、角田市内の後継者の居ない梨園の再生

をこころざして地域おこし協力隊の方が入植してくれた。両

輪が少しずつ動き始めた。 

次回、この方と道の駅の取り組みを少し紹介してみようと思

う。 

 

 

道の駅 かくだ 

駅長  藤野 浩 
富谷市立富谷小学校 総合的な学習の時間 

   「育てよう・私たちのぽんぽこ米」 

～米作りをとおして私たちの食や環境を考えてみましょう！～ 

おむすびちゃんとむすぶくんからこんにちは 検索 

大崎市立大貫小学校 

「みやぎの郷土料理～私たちの食べもの～」 

１２月９日(金)大貫小学校５年生１５人、６年生１１人と宮城の郷土料理か

ら私たちの食べものについて考えてみました。お正月には何を食べる

のかな？地域によって違う雑煮のお話し、郷土料理ってなあに？宮城

県の郷土料理の話、地産地消、自給率、世界の食べものはどうなって

いるの？など一緒に学び、自分に何ができるかも考えてみました。 

 

おむすびの活動は 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

～手軽に楽しむ旬のお魚クッキング～ 

プロから学ぶ「さばいて作る大人のお魚教室」 

みやぎ生協文化会館ウィズ調理室  会費 2,000 円 

３月１８日（土）10:30∼12:30 ふっくら！ アジフライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援ありがとうございます！（賛助企業） 

みやぎ生活協同組合      （株）仙台水産    

（株）鈴力水産       （株）パールライス宮城    

（有）大沼肉牛ファーム   （有）小川水産   

（有）大槻ファーム      角田丸森産直牛乳生産組合 

(株）志田金         みやぎ仙南農業協同組合 

新みやぎ農協みどりの地区本部田尻営農センター 

  新みやぎ農協みどりの地区本部田尻産直委員会     

 

 

食育 NPO「おむすび」 代表 清水 智子 

〒989-6312 大崎市三本木蟻ヶ袋字山畑 9-34 

 

 

   応援してください   会員・賛助企業募集！ 

食育 NPO「おむすび」の趣旨に賛同していただける方は、ぜひ会員（サ

ポーター）になって私たちの活動を支えてください。会報をお送りします 

年会費  一口 １，０００円 

※賛助企業の申し込みも受け付けています 

   年会費  一口 ５，０００円 

結 び 

寒い季節にはお鍋が最適。私のおすすめは「せり鍋」！！根

っこまで食べられる郷土料理「せり鍋」は、エコで美味しい。

宮城県のせりは、作付面積・収穫量・出荷量とも全国 1位。

江戸初期に現在の名取市で栽培が始まったという 

伝統野菜のせりは、歯ごたえと強い香りが日本酒 

に良くあいます・・・？ 

 

 

 

  

 

 

 

  

２本分 めぐみ野米のごはん どんぶり ２杯（４００ｇ）  

酢飯具材（大葉 １０枚  生姜 １片  白いりごま 大さじ１ 

           すし酢  大さじ３～４） 

サバ（３枚おろし） ２枚    ふり塩 小さじ １/２ 

塩・レモン 適量 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食」の楽しさ・大切さ を一緒に体験する 

食育 NPO「おむすび」イベントのお知らせ 

特定非営利活動法人ハッピィート大崎 

                   千島 優子 

 

 

つくってみよう！！  焼きさば寿司  

 

 

 

古来より、日本人は、お祭りや儀式、年中行事などを行う日を

「ハレ」の日、普段どおりの日常を「ケ」の日とよび、日常と

非日常を使い分けて生活バランスをとる術を持っていました。 

「ハレ」は漢字で「晴れ」、「ケ」は「褻」と表します。「ハレ」

の日といえば、お正月、節分やひな祭りなどの節句、お盆など

の年中行事、神社の祭礼、七五三や成人式、冠婚葬祭などで

す。これらの行事には、その日のためだけの特別な料理があり、

お正月には五穀豊穣を願い、節分には邪気を払うために豆まき

をし、年の数だけ豆を食べる。ひな祭りは健やかな成長を願い、

名月には豊作に感謝するなど、料理に込められたメッセージを

伝え、日本の文化や行事を楽しんでいました。節分は、恵方巻

が主流ですが、我が家は子どもも大人も海苔 1枚に酢飯と卵

焼きや刺身などを準備して自分で太巻きずしを作って食べま

す。年中行事の中で一番盛り上がるのは、太巻き寿司作りと豆

まきです。ケの日は、主食を中心に野菜と納豆などの主菜を組

み合わせて食べる食事の事です。かつては、主食中心のケの

日にハレの日の食事が加わり食事のバランスを取っていたと言

えます。しかし、体重のコントロールや高血糖対策として低糖

質・高蛋白質の食品ブームであり、腎臓病や心臓病など新た

な疾病が気になります。また、好きな食べ物しか食べないとい

う子ども達や家族ばらばらの食事に、リセットの必要性を感じて

います。 

 

 

 

 

ハレの日とケの日 

 

１） 大葉・生姜はせん切り、サバはキッチンペーパーで水気を

ふきとり、両面に少し多めに塩をふり、１０分ほどおき、水

分をキッチンペーパーでふき取る 

 

 

 

２） フライパンに焼き魚用クッキングシートを敷き、中火で熱

し皮目を下に焼き色がつくまで３～４分焼き、裏返して３～

４分焼く 

  

 
 

３） ご飯にすし酢入れ切るように混ぜ、大葉、生姜、ごまを加

え混ぜる。容器にラップを敷きサバの皮目を下にしてのせ

すし飯をサバの上にのせ、ラップでしっかり包み、もう一つ

のタッパを押し重ね、形を整える。１５分おき食べやすい大

きさに切り、レモンを添えて盛り付ける 

 

 

 

 

 

 

 めぐみ野とは・・・みやぎ生協のメンバーと生産者がともに、協
力・協同・交流を重ねながら取組んできた「顔とくらしの見え

る産直」活動から生まれた商品につけられた名前。 

 

新型コロナ対策に考慮しながら準備中です 

詳しくは、みやぎ生協店頭ポスター、みやぎ生協ホームページ、ブロ

グ「おむすびちゃんとむすぶくんからこんにちは」から検索 

問い合わせ先 E-mail tomokoomusubi0222@yahoo.co.jp 

              090-4312-3025 (清水 智子) 

清水 

 

すし飯をのせ、タッパで押し重ね サバの皮目を下に 

塩をふり 10 分、水分をふき取り せん切り 

すし飯を作り 

   

 

 

 

   

 

 

 

サバの水気をふき 

ラップ 

焼きサバ 

すし飯 

もう一つのタッパ 

焼魚用クッキングシート 

返して 3～4 分 

 

皮目を下に中火で 3～4 分 

mailto:tomokoomusubi0222@yahoo.co.jp

